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　５月１日から、改選後の新しい市議会議員活動がスタートしました。倉田まなぶ、鈴木たくや、２名の日本

共産党羽村市議団は「市民のみなさんの声を市政へとどけ、よりよい羽村市政をつくるために全力をつくしま

す」と決意をかためています。２人の議員に抱負を聞きました。

日本共産党羽村市委員会は、以上の報道をおこないました。

★次回の無料法律相談は６月１４日(火)午後１時

半からです。電話でお申し込みください。

・鈴木080-1058-9450　・倉田080-3460-0064まで。

日本共産党

神明台、小作台とはちがう羽村駅西口

の区画整理
　羽村市は農業中心の町から、都市化した町へと変化をとげて

きました。その手法は、農地や雑木林などを区画整理によって

開発し、住宅建設や企業誘致をすすめるというものでした。鈴

木議員は、そうしたこれまでの街づくりと羽村駅西口区画整理

事業との違いを指摘しました。

鈴木　区画整理という街づくりの手法は、広い農地や空き地
を開発する場合には適していると言える。畑の中に、「こうい

う道を作ろう」と設計図どおりの町が自由に作れるからだ。羽

村市でも、神明台、小作台など、過去そうした区画整理による

街づくりがすすめられてきた。

　ところが、羽村駅西口のように、すでにびっしりと家が立ち

並んでいる地域にこの手法を用いようとすると、大きな問題が

生じる。

　街区に家を納めるために、約１０００戸の家を引っ張ったり、

取り壊して建て直す必要がある。広い道路用地を確保するため

に土地を平均２０％以上ただで取り上げ、土地をそれだけ出せ

ない人には精算金（現金）を請求することになる。すでに完備

していた下水道などのインフラをつくり直さなければなくなる。

これらをおこなうために、３５５億円もの巨額の税金を投入し

なければならなくなる…などのことだ。

「協力しない」が３分の１、設計図（１

次案）は「納得できない」が２分の１
　こうした問題点があるため、羽村市に対して、１２００名の

地権者のうち約３分の１にあたる３６６名から「区画整理事業

に協力しない旨の通告書」が提出されています。また、市が平

成２０年２月に発表した設計図（１次案）にたいしては、約２

分の１にあたる５８０名から設計図の見直しを求める意見書が

年々増える申請者―「ニーズは高まっ
ている」と認める

　高校入学奨学金は、昭和５７年に制度ができ、子の高校入学

が決まった所得が低い家庭に対し、６万円を支給してきました。

平均して年約３０名が受給してきましたが、平成２１年には６

８名に受給者が倍増。子育て家庭がたいへん厳しい経済状況に

おかれていることが表れています。

　こうしたもとで羽村市は、高校授業料の無料化制度がはじま

ったこと、昨年１２月におこなった羽村市事業仕分けで「廃止

すべき」との結論がでたことなどを理由に、議会に条例廃止の

提案をおこないました。

　日本共産党の鈴木たくや議員は、まず、次のように質問しま

した
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＜大見出し>
市民のみなさんの声を市政へとどけ全力
をつくします
日本共産党羽村市議団

＜リード＞
　５月１日から、改選後の新しい市議会
議員活動がスタートしました。鈴木たく
や、倉田まなぶ、２名の日本共産党羽村
市議団は、市民のみなさんの声を市政へ
とどけ、よりよい羽村市政をつくるため
に全力をつくす決意です。２名の議員に
抱負を聞きました。

＜全力で動き回り、勉強を積み重ねて　
倉田まなぶ議員＞
　皆さまのご支援により無事市議選に当
選させていただきました。私はこれまで
出会ってきた方々の応援や要望の声に励
まされ支えられてきました。支持して下
さった皆さまの期待に応えられるように
全力で動き回り勉強を積み重ねて、雇用
、子育て、高齢者福祉、防災対策、西口
区画整理計画、すべての問題に真っ向か
ら向き合い、要求実現と羽村市民の暮ら
しをより充実したものにするため力いっ
ぱい取り組んでいきます。
　日本共産党羽村市議団が長年培ってき
たものを守りながら、鈴木たくや議員と
共に若い市議団として頑張り抜く決意で
す。よろしくお願いいたします。

＜市民の役に立つ仕事を　鈴木たくや議
員＞
多くの皆さんのご支持で市議会に送って
いただきました。身のひきしまる思いで
す。
当選後、多くの方から「鈴木さんも２期
目だから、ますます頑張らないとね」と
の声をかけていただきました。本当にそ
の通りです。新人の倉田さんと力を合わ
せて、また、他会派の議員とも切磋琢磨
しながら、市民の役に立つ仕事ができる
よう頑張ります。
「子育てが楽しく、老後が安心で、防災
にしっかりとりくむ」市政をつくること
に、また、羽村駅西口区画整理事業を見
直し、住民合意・お金のかかりすぎない
計画に切りかえることに、全力を注ぎま
す。

＜さっそく要望・実現＞
倉田議員「羽東３丁目の街灯が消えてい
るよ」
との市民からの連絡うけ、すぐに市役所
へ要望。すぐに改善されました。

鈴木議員「夏場に発生する蚊対策を」
との連絡をうけ、排水口の清掃を市役所
とマンション管理人に要望。

＜市議会の日程＞
５月１８日（水）午前１０時から　臨時
会　　議会の役職などを決めます。
　　３０日（月）午後５時まで　請願・
陳情締め切り（６月議会へ提出するもの
）
６月９日（木）～　６月議会開催予定

「全力で動き回り、勉強を積み重ねて」　倉田まなぶ議員

　皆さまのご支援により無事市議選に当選させていただきました。私はこれまで出会ってきた方々の応

援や要望の声に励まされ支えられてきました。支持して下さった皆さまの期待に応えられるように全力

で動き回り勉強を積み重ねて、雇用、子育て、高齢者福祉、防災対策、西口区画整理計画、すべての問

題に真っ向から向き合い、要求実現と羽村市民の暮らしをより充実したものにするため力いっぱい取り

組んでいきます。

　日本共産党羽村市議団が長年培ってきたものを守りながら、鈴木たくや議員と共に若い市議団として

頑張り抜く決意です。よろしくお願いいたします。

「市民の役に立つ仕事を」　鈴木たくや議員

　多くの皆さんのご支持でふたたび市議会に送っていただきました。身のひきしまる思いです。

　当選後、多くの方から「鈴木さんも２期目だから、ますます頑張らないとね」との声をかけてい

ただきました。本当にその通りです。新人の倉田さんと力を合わせて、また、他会派の議員とも切

磋琢磨しながら、市民の役に立つ仕事ができるよう頑張ります。

　そして、「子育てが楽しく、老後が安心で、防災にしっかりとりくむ」羽村市をつくるために、ま

た、羽村駅西口区画整理事業を見直し、住民合意・お金のかかりすぎない計画に切りかえることに、

全力を注ぎます。ぜひ皆様のご支援、よろしくお願いいたします。

要望・実現に全力

「羽東３丁目の街灯が消
えているよ」

との市民からの連絡うけ、すぐに

市役所へ要望。さっそく改善され

ました。

「夏場に発生する蚊対策を」

との連絡をうけ、排水口の清掃を市

役所とマンション管理人に要望。

◆５月１８日（水）午前１０時から「臨時会」　　
　…議会の役職などを決めます。

◆３０日（月）午後５時まで　請願・陳情締め切り
◆６月「定例会」は６月９日（木）からの予定です。
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日本共産党羽村市議団

いつも羽村民報をお読みいただき、ありがとうございます。こ

れまで羽村民報は基本的に週刊発行を続けてきましたが、今後

は隔週発行にあらため、内容をより充実してお届けしていくこ

ととなりました。ぜひこれからも羽村民報をよろしくお願いい

たします。　（羽村民報編集委員会）


